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1 はじめに




































① 3 グループ（5 人 x2 グループ、4 人 x1 グループ）












　当初、プログラム参加希望者は 15 名だったが、就職試験と重なり、最終的に 12 名の学生が参加した。
　今回の研修は、「GC Global Leadership Program in Korea」ということで、平成 28 年 3 月 21 日（火曜日）





3 月 21 日（火）　福岡→韓国大田市へ移動





















































































































ンも 2 回目で 1 回目よりリラックスしてできました。名刺交換も楽しかったです。交流の時間がもっとほしい
ぐらいでした。
・まず新羅大学の広さにとても驚きました。タクシーの運転手さんも迷うくらいの広さと 1 つ 1 つの建物が立
































































　参加学生（11 名が回答）の今回のプログラム全体の満足度調査は、以下のようになった。ほぼ 9 割の学生が










いいと思いました！ あと韓国語をもっと使えるようになりたかったので研修前に 1 日だけじゃなくてもっと
長くならいたかったです。
・プレゼンテーションの準備が不足していたなと思いました。動画や読み方など。また、行く先のことをもっ
とそれぞれで調べておくべきだったなと思いました。
・自分たちのプレゼンの練習不足と、4 日間の時間が詰め詰めだったこと。学生との交流の時間ももっとほし
かったです！やりたかった英語のプレゼンや学生との交流、韓国の様子を実際に見ることができ、とても楽し
く勉強になった 4 日間でした！参加させていただきありがとうございました。
・プレゼンの中でただ説明するだけでなく韓国の学生にも参加してもらうゲームなどを入れたら楽しんでもら
えると思いました。また、もっと韓国語で説明できたら伝わりやすかったかなと感じました。しかし、実際に
プレゼンをやって日本語が聞きたいと言ってくれる韓国の学生さんもいたので韓国語と日本語を上手く組み
合わせて発表することが大切だと思いました。なによりこの研修を通して、言葉や文化は違っても実際に話し
てコミュニケーションを取ることが 1 番重要で、自然とお互いのことを理解できたり、仲良くなれるというこ
とを経験することができました。今回学んだことを今後に活かしていきたいです！
・たくさんの経験ができてよかったです。
・事前指導で、語学のある程度の会話をしたいと思いました。準備するものをもっと早めに言って欲しいです。
・プレゼンでは前もって原稿を覚えて目を見て話せるようになっているといいと思います。交流では積極的に
話しかけると素敵な方と出会えると思います。
・みんなで少し韓国語を勉強した方がいいかもしれないなと思いました！
・プレゼンを練習する機会がもっと欲しかったです。 プレゼンする場所に実際に行くことはとても大切だと
感じました。海外の人に楽しんでもらうにはまず自分が楽しんだことを伝えることが大切で実際に見たものを
発信した方がいいです。プレゼンの中に日本語表記だけでなくできれば韓国語や英語での表記を作った方がい
いと感じました。 辛いものは食べない方がいいです。体調を崩します。
5 課題と今後の展開について
　今回、試験的に実施したプログラムだが、かなりの手応えがあった。来年度は、「グローバル・リーダーシッ
プ」という正式な科目として集中講義（渡航前の準備）を 2 月に実施する。
　まずは、国内宿泊型集中講義で、グローバルリーダーシップとは何かを考えさせ、チームワーク作り、プレ
ゼンの内容・方法、韓国語・英語など語学訓練を組み込んだものを実施する。
　今回の反省にあったが、事前準備をしっかりやることにより今年よりはさらに次年度は自信を持ってプレゼ
ンに望むことができると考える。
また、訪問地や訪問する大学の情報収集も徹底的にやることで、より深く海外のことを学び、経験できると
考える。
この海外研修を武者修行（Knight/Samurai Errantly）と位置付け、自分たちの意見を堂々と外に発信できる
自信を身につけさせ、海外の学生と円滑にコミュニケーションが取れ、海外の学生と協働でタスクを達成でき
るスキルも学ばせるような、短期間の海外研修でも内容の濃い長崎短期大学独自のグローバルリーダシッププ
ログラムを構築していきたい。
「グローバルリーダーシップ」養成のために展開する授業や主な研修：
1）短大で、語学・異文化理解系の科目で学ぶ
2）短大で、海外からの留学生との協働プロジェクト、交流を通して学ぶ
3）ギャップイヤーの経験の中で外国人との関わりで学ぶ（インターンシップでスタッフ間や接客、留学）
4）国内宿泊型「グローバルリーダーシップ」集中講義で学ぶ
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　5）海外宿泊型「グローバルリーダーシップ海外研修」で学ぶ
　6）振り返りで学ぶ
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